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JP ネット [11] 人手で入力 モチーフや印象など


























本研究 イラスト共有 SNS 投稿イラストに付与されたタグから投稿者の印象を推定描いたモチーフと印象により投稿者を検索
桑原ら [30] マイクロブログ ユーザ間の交流とネットワーク情報により人物を推薦
































椋木ら [15] 画像 文字列 22個 印象語の組み合わせにより画像を検索




中村ら [24] 動画 文字列 5個 動画に寄せられたコメントから印象を推定
北川ら [19] 画像 画像特徴 180個 色彩情報から画像の印象を推定
福井ら [17] 画像 画像特徴 約 20個 画像特徴量に応じて印象語の重みを設定































































原島ら [21] 文書 単語 テキストに含まれる単語だけでなく，潜在的に現れうる単語の情報を利用
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3.2. 予備調査 1：検索に使用する印象の選定 16
表 3.1: イラスト投稿者の印象の候補
候補となった印象 該当タグの付与回数 椋木らの研究 色のイメージ辞典
かわいい 346 | 可憐な
美しい 258 | きれい
色気 183 | セクシーな
泣ける 165 | 悲しい
素敵 155 | |
笑える 149 | 面白い




幸せ 41 | 幸せな
和む 21 穏やか 穏やか
迫力がある 21 躍動感 激しい
威厳がある 16 威厳のある 格調のある
温かい 16 温かい やさしい
こわい 10 | こわい
美味しそう 10 | |
憂鬱 9 鬱陶しい 陰気な
爽やか 8 爽やか 爽やかな









かわいい 80.0% 5.0% 5.0%
美しい 46.7% 5.0% 3.3%
色気 36.7% 5.0% 1.7%
泣ける 36.7% 1.7% 5.0%
素敵 46.7% 11.7% 5.0%
笑える 38.3% 1.7% 5.0%
かっこいい 41.7% 1.7% 3.3%
ハイセンス 21.7% 6.7% 1.7%
幸せ 11.7% 5.0% 1.7%
和む 6.7% 3.3% 0.0%
迫力がある 6.7% 0.0% 1.7%
威厳がある 6.7% 3.3% 0.0%
温かい 1.7% 3.3% 3.3%
こわい 1.7% 0.0% 3.3%
美味しそう 3.3% 0.0% 0.0%
憂鬱 1.7% 3.3% 0.0%
爽やか 0.0% 5.0% 1.7%





























3.3. 予備調査 2：選定した印象に対する認識の一貫性の調査 19
表 3.3: 予備調査 1を通じて選定した 12の印象
かわいい 美しい 素敵 かっこいい
笑える 泣ける 色気 ハイセンス



















を正解として，分類の正確さ (Classication Accuracy) のマクロ平均を計算した。
3.3.3 調査結果
調査の結果，図 3.2，図 3.3のような結果が得られた。
3.3. 予備調査 2：選定した印象に対する認識の一貫性の調査 20
図 3.2: 投稿者の印象の被験者間での一致度 (係数)
図 3.3: タグを用いた投稿者の印象の自動推定の精度
3.3.4 考察
図 3.2を見ると，投稿者単位の 係数は，イラスト単位の 係数よりも高い。両者に
は，t検定 (有意水準 5%，両側検定) で有意差が認められた。これは，同じ投稿者のイラ
ストを複数見ることで，その人の特徴的な印象が明確になることによると考えられる。
次に，投稿者単位で印象を見た場合の係数を見ると，ほぼ完全な一致 (almost perfect，
0.8<≦ 1.0) [4]の 1カテゴリと，高度の一致 (substantial，0.6<≦ 0.8) [4]の 3カテゴ
リは，被験者間で共通した認識があるといえる。中程度の一致 (moderate，0.4<≦ 0.6)
[4]の 6カテゴリも，モチーフを用いて検索候補を絞り込むことで，認識のずれを抑える
ことができると考えられる。軽度の一致 (fair，0.2<≦ 0.4) [4]の 2カテゴリについて，

































次に，得られた結果に対して，正規化減損累積利得 (Normalized Discounted Cumula-






















の方針よりも nDCG5，nDCG10共に高く，t検定 (有意水準 1%，両側検定)で有意差が
3.4. 予備実験：ランキングに採用する手がかりについての検証 23


















































































































表 4.2: 評価タグや品詞を単体で使用した場合の F値
印象 評価タグ 形容詞 副詞 形状詞
かわいい 0.741 0.756 0.756 0.700
美しい 0.783 0.000 0.000 0.353
素敵 0.370 0.000 0.000 0.353
かっこいい 0.750 0.000 0.000 0.333
笑える 0.462 0.000 0.000 0.000
泣ける 0.400 0.000 0.000 0.000
色気 0.556 0.444 0.444 0.471
ハイセンス 0.706 0.000 0.000 0.167
幸せ 0.333 0.000 0.000 0.000
威厳がある 0.400 0.000 0.000 0.000
迫力がある 0.000 0.000 0.000 0.000






























































































































































































































































































































































































































































































































































































4.5. 考察 (2)：決定木において利用された手がかりについて 31
図 4.1: 評価タグ単体を用いた「笑える」に関する決定木
図 4.2: 評価タグ+形容詞+副詞を用いた「泣ける」に関する決定木

























































































した場合の nDCGと，ベースラインの nDCGとの間には，t検定 (有意水準 5%，両側検
定)で有意差が認められた。
表 5.2より，課題ごとの nDCGに注目すると，nDCGが大きく向上した課題は，課題






表 5.2: 課題ごとの nDCGの比較
1.ベースライン 2.モチーフの拡張 3.印象の拡張 4:モチーフと印象の拡張
課題 nDCG5 nDCG10 nDCG5 nDCG10 nDCG5 nDCG10 nDCG5 nDCG10
1 1.00 0.85 1.00 0.98 1.00 0.94 1.00 0.94
2 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00
3 0.68 0.69 0.68 0.73 0.55 0.61 0.68 0.82
4 1.00 0.83 1.00 0.98 1.00 0.92 1.00 0.96
5 1.00 0.94 0.81 0.85 0.96 0.93 0.81 0.85
6 0.81 0.84 0.91 0.89 0.81 0.87 0.94 0.92
7 0.95 0.94 0.91 0.93 0.96 0.97 0.91 0.93
8 0.85 0.93 1.00 1.00 0.91 0.97 1.00 1.00
9 1.00 0.92 1.00 0.96 1.00 0.98 1.00 0.94
10 0.56 0.65 0.82 0.86 0.67 0.71 1.00 0.97
11 1.00 0.96 1.00 0.91 1.00 0.93 1.00 0.91
12 0.95 0.88 0.95 0.84 0.91 0.79 1.00 0.89
13 0.45 0.64 0.92 0.93 0.79 0.79 0.92 0.93
14 0.69 0.77 0.81 0.76 0.65 0.69 0.68 0.74
15 1.00 0.96 1.00 0.95 0.92 0.95 0.92 0.95
16 0.81 0.87 0.92 0.90 0.81 0.83 0.88 0.90
17 0.94 0.94 0.94 0.96 1.00 1.00 1.00 0.98
18 0.63 0.57 0.91 0.87 0.81 0.76 0.76 0.78
19 0.50 0.59 0.83 0.80 0.57 0.68 0.83 0.80
20 0.32 0.37 0.63 0.64 0.66 0.70 0.74 0.75
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